
２０２７年ＪＡＦ国内競技車両規則 第３編スピード車両規定 

※下線部：変更箇所 

２０２７年規則 ２０２６年規則 

第１章 一般規定 

第１条～第８条(略) 

 

第９条 共通安全規定 

改造および付加物の取付けなどにより競技会技術委員長が安全でない車

両と判断した場合、その指示に従わなければならない。安全確保の見地か

ら、ＪＡＦが監修するインターネットサイト

（https://motorsports.jaf.or.jp）に掲載される場合がある。 

９.１）(略) 

９.２）けん引用穴あきブラケット 

すべての車両は、前または後にけん引用穴あきブラケットを備えな

ければならない。(前後にけん引用穴あきブラケットを備えることを

推奨する。）ただし、ダートトライアル競技およびサーキットトラ

イアル競技に出場する場合は前後とも備えなければならない。 

（以下略） 

 

 

 

第２章 スピードＰ車両規定 

第１条～第３条(略) 

 

第４条 シャシー 

 ４.１）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主

要諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最

小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージ

ャー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する

場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。バラス

トは搭載することができない。 

なお、最低重量の計測時における基準重量は下記により算出し、

第１章 一般規定 

第１条～第８条(略) 

 

第９条 共通安全規定 

改造および付加物の取付けなどにより競技会技術委員長が安全でない車

両と判断した場合、その指示に従わなければならない。安全確保の見地か

ら、ＪＡＦが監修するインターネットサイト

（https://motorsports.jaf.or.jp）に掲載される場合がある。 

９.１）(略) 

９.２）けん引用穴あきブラケット 

すべての車両は、進行方向に対して牽引できる位置にけん引用穴

あきブラケットを備えなければならない。(前後にけん引用穴あきブ

ラケットを備えることを推奨する。）ただし、ダートトライアル競

技およびサーキットトライアル競技に出場する場合は前後とも備え

なければならない。 

（以下略） 

 

 

第２章 スピードＰ車両規定 

第１条～第３条(略) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



いかなる状態でも、この重量を下回ることは認められない。 

「基準重量」＝「最低重量（各々に設定されている車両重量の最小

値）」－（「燃料タンク容量」×０．７４） 

 

第５条～第８条（略） 

 

 

第３章 スピードＰＮ車両規定 

第１条～第３条(略) 

 

第４条 シャシー 

４.１）（略） 

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸

元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値

とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、

スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、

各々に設定されている車両重量の最小値とする。バラストは搭載

することができない。 

なお、最低重量の計測時における基準重量は下記により算出

し、いかなる状態でも、この重量を下回ることは認められない。 

「基準重量」＝「最低重量（各々に設定されている車両重量の最

小値）」－（「燃料タンク容量」×０．７４） 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションの車体取付け部の補強を認める。サスペン

ションの補強部が、中空体を作ることに なってはならない。部分的であって

も、全体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンシ

ョン 部材は禁止される。 

７.１）～７.２）（略） 

７.３）ショックアブソーバー：材質はカーボン材を除き自由。車高調整機

 

 

 

 

第４条～第７条（略） 

 

 

第３章 スピードＰＮ車両規定 

第１条～第３条(略) 

 

第４条 シャシー 

４.１）（略） 

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸

元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値とす

る。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパ

ーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、各々に設

定されている車両重量の最小値とする。バラストは搭載することがで

きない。 

 

 

 

 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションの車体取付け部の補強を認める。サスペン

ションの補強部が、中空体を作ることに なってはならない。部分的であって

も、全体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンシ

ョン 部材は禁止される。 

７.１）～７.２）（略） 

７.３）ショックアブソーバー：材質を含み自由。ただし、カーボン材は使



構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更（使用）すること、ア

ッパーマウントをピロボール（キャンバー調整機構のみ付加された

ものを含む）もしくは強化ゴムブッシュに変更することができる。た

だし、それらの数、形式、作動原理は変更してはならず、別タンク式

のものに変更（使用）することは許されない。遠隔操作による減衰力

調整機構への変更は許されない。 

７.４）（略） 

 

第８条～第９条（略） 

 

 

第４章 スピードＮ車両規定 

第１条～第２条(略) 

 

第３条 エンジン 

３.１）エンジンおよび補機：エンジンルーム内に機械部品を隠すことを

目的としたプラスチック製エンジンシールド（主として外観意匠の

向上を目的としたもの）は、修正加工、切除等を行わない場合に限

り取外しても良い。 

３.１.１）～３.１.４）（略） 

３.２）～３.４）（略） 

 

第４条 シャシー 

４.１）（略） 

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸

元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値と

する。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スー

パーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、各々

に設定されている車両重量の最小値とする。なお、ダートトライア

ル競技に参加する車両は、当該自動車製造者発行のカタログに記載

された主要諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の

内、最小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャー

用できない。車高調整機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更

（使用）することができる。また、アッパーマウントをピロボール（キ

ャンバー調整機構のみ付加されたものを含む）もしくは強化ゴムブッシ

ュに変更することができる。ただし、それらの数、形式、作動原理は変

更してはならず、別タンク式のものに変更（使用）することは許されな

い。遠隔操作による減衰力調整機構への変更は許されない。 

７.４）（略） 

 

第８条～第９条（略） 

 

 

第４章 スピードＮ車両規定 

第１条～第２条(略) 

 

第３条 エンジン 

３.１）エンジンおよび補機：エンジンルーム内に機械部品を隠すことを

目的としたプラスチック製エンジンシールドは、美観を保つこと以

外に機能を有さないものであれば、取外しても良い。 

 

３.１.１）～３.１.４）（略） 

３.２）～３.４）（略） 

 

第４条 シャシー 

４.１）（略） 

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要

諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値

とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、

スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、

各々に設定されている車両重量の最小値とする。なお、ダートトラ

イアル競技に参加する車両は、当該自動車製造者発行のカタログに

記載された主要諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重

量の内、最小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボ



ジャー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する

場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とし、その車両重

量から ５０kg増量された値とする。 

バラストは搭載することができない。 

なお、最低重量の計測時における基準重量は下記により算出し、い

かなる状態でも、この重量を下回ることは認められない。 

「基準重量」＝「最低重量（各々に設定されている車両重量の最

小値）」－（「燃料タンク容量」×０．７４） 

４.３）（略） 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

 ７.１）（略） 

７.２）ショックアブソーバー：材質はカーボン材を除き自由。車高調整

機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更（使用）すること、

別タンク式（別タンクの車体への取付は許されない）のものに変更

（使用）することができる。また、アッパーマウントをピロボール

（キャンバー調整機構のみ付加されたものを含む）に変更すること

ができる。ただし、それらの数、形式、作動原理は変更してならな

い。遠隔操作による減衰力調整機構への変更は許されない。 

  

７.３）（略） 

 

第８条～第９条（略） 

 

 

第５章 スピードＳＡ車両規定 

第１条～第２条(略) 

 

第３条 エンジン 

３.１）エンジンおよび補機：エンジンルーム内に機械部品を隠すことを

チャージャー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存

在する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とし、その

車両重量から５０kg増量された値とする。 

バラストは搭載することができない。 

 

 

 

 

４.３）（略） 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

 ７.１）（略） 

 ７.２）ショックアブソーバー：材質を含み自由。ただし、カーボン材は

使用できない。車高調整機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに

変更（使用）すること、別タンク式（別タンクの車体への取付は許

されない）のものに変更（使用）することができる。また、アッパ

ーマウントをピロボール（キャンバー調整機構のみ付加されたもの

を含む）に変更することができる。ただし、それらの数、形式、作

動原理は変更してはならない。遠隔操作による減衰力調整機構への

変更は許されない。 

 ７.３）（略） 

 

第８条～第９条（略） 

 

 

第５章 スピードＳＡ車両規定 

第１条～第２条(略) 

 

第３条 エンジン 

３.１）エンジンおよび補機：補修を目的として、当該自動車製造者が当



目的としたプラスチック製エンジンシールド（主として外観意匠の向上

を目的としたもの）は、修正加工、切除等を行わない場合に限り取外し

ても良い。補修を目的として、当該自動車製造者が当該エンジンの補

修用として設定している部品を使用する場合は、第１編第３章第１条

１.９）の気筒容積別クラスを超えないこと。 

３.１.１）～３.１.５）（略） 

３.２）～３.５）（略） 

 

第４条 シャシー 

４.１）～４.２）（略） 

４.３）最低重量 

競技種目別に以下に従った最低重量を保持しなければならない。Ｊ

ＡＦは性能の均等化を図るため、年度途中でも事前予告をもって最

低重量を変更することがある。 

４.３.１）ジムカーナ競技（舗装路面で行うその他の種目を含む）に参

加する車両は、当該自動車製造者発行のカタログに記載された主

要諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最

小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージ

ャー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する

場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とし、その車両

重量から５０kg減量された値とする。 

なお、最低重量の計測時における基準重量は下記により算出し、

いかなる状態でも、この重量を下回ることは認められない。 

「基準重量」＝「最低重量（各々に設定されている車両重量の

最小値）」－（「燃料タンク容量」×０．７４） 

４.３.２）ダートトライアル競技（非舗装路面で行うその他の種目を含

む）に参加する車両は、当該自動車製造者発行のカタログに記載

された主要諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の

内、最小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャ

ージャー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在す

る場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。 

なお、最低重量の計測時における基準重量は下記により算出す

該エンジンの補修用として設定している部品を使用する場合は、第

１編第３章１.９）の気筒容積別クラスを超えないこと。 

 

 

 

３.１.１）～３.１.５）（略） 

３.２）～３.５）（略） 

 

第４条 シャシー 

４.１）～４.２）（略） 

４.３）最低重量 

競技種目別に以下に従った最低重量を保持しなければならない。Ｊ

ＡＦは性能の均等化を図るため、年度途中でも事前予告をもって最

低重量を変更することがある。 

４.３.１）ジムカーナ競技（舗装路面で行うその他の種目を含む）に参

加する車両は、当該自動車製造者発行のカタログに記載された主

要諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最

小値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージ

ャー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する

場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とし、その車両

重量から５０kg減量された値とする。 

 

 

 

 

４.３.２）ダートトライアル競技（非舗装路面で行うその他の種目を含

む）に参加する車両は、当該自動車製造者発行のカタログに記載された

主要諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値

とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スー

パーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、各々に設

定されている車両重量の最小値とする。 

 



る。 

「基準重量」＝「最低重量（各々に設定されている車両重量の

最小値）」－（「燃料タンク容量」×０．７４） 

４.４）（略） 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

７.１）（略） 

７.２）ショックアブソーバー：材質はカーボン材を除き自由。車高調整

機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更（使用）すること、ア

ッパーマウントをピロボール（キャンバー調整機構のみ付加されたも

のを含む）に変更すること、別タンクの車体への取付けを含み、別タ

ンク式のものに変更（使用）することができる。ただし、それらの

数、形式、作動原理は変更してはならない。遠隔操作による減衰力調

整機構への変更は許されない。 

 

７.３）～７.４）（略） 

 

第８条～第９条（略） 

 

 

第６章 スピードＳＡＸ車両規定（略） 

 

第７章 スピードＢ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）～１．５）（略） 

１.６）燃料タンク 

自動車製造者がその型式に、標準仕様として取付けたものからの変

更は許されない。 

 

第２条～第３条（略） 

 

 

 

４.４）（略） 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

７.１）（略） 

７.２）ショックアブソーバー：材質を含み自由。但し、カーボン材は使

用できない。車高調整機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更

（使用）すること、ならびにスプリングの受け皿を変更することがで

きる。アッパーマウントをピロボール（キャンバー調整機構のみ付加

されたものを含む）に変更することができる。別タンクの車体への取

付けを含み、別タンク式のものに変更（使用）することができる。た

だし、それらの数、形式、作動原理は変更してはならない。遠隔操作

による減衰力調整機構への変更は許されない。 

７.３）～７.４）（略） 

 

第８条～第９条（略） 

 

 

第６章 スピードＳＡＸ車両規定（略） 

 

第７章 スピードＢ車両規定 

第１条 安全規定 

１.１）～１．５）（略） 

 

 

 

 

第２条～第３条（略） 



 

 

第８章 スピードＳＣ車両規定 

第１条～第２条（略） 

 

第３条 エンジン 

３．１）エンジン 

エンジンルーム内に機械部品を隠すことを目的としたプラスチック

製エンジンシールド（主として外観意匠の向上を目的としたもの）

は、修正加工、切除等を行わない場合に限り取外しても良い。 

３．１．１）～３．１．１９）（略） 

３.２ ）～３.３ ) (略) 

 

第４条 シャシー 

４.１）最低重量： 

競技種目別に以下の最低重量を必要とする。 

４.１.１）ジムカーナ競技に参加する車両（舗装路面で行うその他の種

目を含む） 

当該自動車製造者発行のカタログに記載された主要諸元一覧表の

同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値から100kg減

量された値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャ

ージャー、スーパーチャージャー等） と過給器無の両仕様が存在

する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。 

重量計測の条件は下記の通りである。 

・ドライバー、搭載物、車載工具の重量は含まない。 

・一切の潤滑油、冷却水は標準容量を満たす。 

・計測時の燃料残量がいかなる状態においても、最低重量を満た

す必要がある。 

４.１.２ ）（略） 

４.２ ）（略） 

 

第５条～第９条（略） 

 

 

第８章 スピードＳＣ車両規定 

第１条～第２条（略） 

 

第３条 エンジン 

３．１）エンジン 

 

 

 

３．１．１）～３．１．１９）（略） 

３.２ ）～３.３ ) (略) 

 

第４条 シャシー 

４.１）最低重量： 

競技種目別に以下の最低重量を必要とする。 

４.１.１）ジムカーナ競技に参加する車両（舗装路面で行うその他の種

目を含む） 

当該自動車製造者発行のカタログに記載された主要諸元一覧表の

同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値から100kg減

量された値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャ

ージャー、スーパーチャージャー等） と過給器無の両仕様が存在

する場合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。 

 

 

 

 

 

４.１.２ ）（略） 

４.２ ）（略） 

 

第５条～第９条（略） 



 

 

第９章 スピードＤ車両規定 (略) 

 

第１０章 スピードＡＥ車両規定 

第１条～第３条(略) 

 

第４条 シャシー 

４.１）（略） 

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要

諸元一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小

値とする。ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャ

ー、スーパーチャージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場

合は、各々に設定されている車両重量の最小値とする。バラスト

は搭載することができない。 

なお、最低重量の計測時における基準重量は下記により算出

し、いかなる状態でも、この重量を下回ることは認められない。 

「基準重量」＝「最低重量（各々に設定されている車両重量の最

小値）」－（「燃料タンク容量」×０．７４） 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションの車体取付け部の補強を認める。サスペン

ションの補強部が、中空体を作ることに なってはならない。部分的であって

も、全体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペン

ション部材は禁止される。 

７.１）～７.２）（略） 

７.３）ショックアブソーバー：材質はカーボン材を除き自由。車高調整

機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更（使用）すること、

アッパーマウントをピロボール（キャンバー調整機構のみ付加され

たものを含む）もしくは強化ゴムブッシュに変更することができ

 

 

第９章 スピードＤ車両規定(略) 

 

第１０章 スピードＡＥ車両規定 

第１条～第３条(略) 

 

第４条 シャシー 

４.１）（略） 

４.２）最低重量：当該自動車製造者発行のカタログ等に記載された主要諸元

一覧表の同一車両型式に設定されている車両重量の内、最小値とする。

ただし、同一車両型式に過給器付（ターボチャージャー、スーパーチャ

ージャー等）と過給器無の両仕様が存在する場合は、各々に設定されて

いる車両重量の最小値とする。バラストは搭載することができない。 

 

 

 

 

 

 

第５条～第６条（略） 

 

第７条 サスペンション 

材料の追加によるサスペンションの車体取付け部の補強を認める。サスペン

ションの補強部が、中空体を作ることに なってはならない。部分的であって

も、全体的であっても複合素材（カーボンコンポジット）から成るサスペンシ

ョン 部材は禁止される。 

７.１）～７.２）（略） 

７.３）ショックアブソーバー：材質を含み自由。ただし、カーボン材は使

用できない。車高調整機構（ネジ式、Ｃリング等）を伴うものに変更

（使用）することができる。ただし、それらの数、形式、作動原理は変

更してはならず、別タンク式のものに変更（使用）することは許されな



る。ただし、それらの数、形式、作動原理は変更してはならず、別タ

ンク式のものに変更（使用）することは許されない。遠隔操作による

減衰力調整機構への変更は許されない。 

 

第８条～第９条（略） 

以上 

い。遠隔操作による減衰力調整機構への変更は許されない。 

 

 

 

第８条～第９条（略） 

以上 

 




